活力 ある 小 集落 実現 ブロ ジェ クト 
1 プロ ジェ クト の 概要 


人 や 地域 の つなが り が 大 切 に され て いる 岩手 県 の 風土 を 土 介 と し な が ら 、 第 4 次 産業 革命 技術 や 遊休 資産 を 生か し た 生活 サー ビス の 提供 、 人 材 ・ 収 入 の 確保 、 都 市 部 
と の 交流 の 促進 な ど 、 地 域 の 課題 解決 に 向け た 住民 主体 の 取組 の 促進 を 通じ て 、 将 来 に わた り 持 続 可能 な 活力 ある 地域 コミ ュ ニ ティ の 実現 を 目指 す 。 


2 これ まで の 取組 状況 3 令 和 4 年 度 の 具体 的 な 取組 4 今後 の 取組 方 向 


1. 第 4 次 産業 革命 技術 を 活用 し た 日 常 生活 の 支援 や 世代 間 交 流 の 促進 正安 心して 暮らし 
画商 店 や 診療 所 、 公 共 本 続け られ る 地域 の 実 
交通 機関 等 の 縮小 ・ 撤 退 画 買 物 困 難 者 を 対象 に し た ドロ ー ン 物流 の 社会 実装 を 推進 し 、 そ の 成果 を 県 内 他 地 域 へ 波及 現に 向け 、 健 康 管理 
に より 、 日 常 の 生活 サー > ム 画 人 配車 シス テム を 活用 し た フル デマ ンド 型 乗 り 合い バス や 日 常 生活 の 利便 性 
ビス の 利用 が 困難 に な る a 還 行 下手 続き が 簡単 に で きる 「 バ パー チャ ル 困 役場 」 を を 確保 
こ と が 懸念 され る と か 画 電 話 や AIT ス ピー カー を 活用 し た 服薬 管理 ・ 見 守り 支援 指し た アプ リ 運 用 0 - 
ら 、 ド ロー ン 配 送 実証 や (岩手 県 、 岩 泉町 、 高 齢 者 の 見 守り と コミ ュ ニ ティ ー づ くり 促進 協議 会 ) 画 ケ ー ブ ル テレ ビ を 活用 し た 見 守り 支援 共 画 地域 課題 解決 に 
loT を 活用 し た 高齢 者 見 弄 デ ッ プ ルレ ウォ ッ チ を 活用 し た 遠隔 診療 ・ 見 守り 支援 画 ト ヨタ グル ー プ 及び 町 ・ 商 工 会 と 連携 し た 買い 物 支援 向け 、 世 代 間 交 流 や 
守り 支援 を 実施 (八幡 平 市 メデ ィ テ ッ ク バ レー コン ソー シア ム ) ( 基 状 町 a 
社会 実装 化 に 向け て 更 2. 人 と 人 と の つなが り を 守り 、 育 て る 仕組 み の 構築 ス な ど 、 住民 主体 の 
4 実 記 0 
SR 画 県 内 外 の 他 産 業 従事 者 を 対象 に 、 本 県 で 農業 ・ 農 村 に 関わ る た め の 情報 や 体験 す 


る 機会 提供 し 、 副 業 と し て の 農業 へ の 従事 や 本 県 の 農業 ・ 農 村 の 関係 人 口 を 拡大 | 半 寺 壮 較 | | 本 提 い 手 の 確保 に 


画 人 口 減少 や 担い 手 不 画 農 業者 等 に 対す る 直接 支払 交付 金 の 交付 に より 、 中 山間 地域 等 に お ける 耕作 放棄 向け 、 地 域 資源 を 生 


足 に より 、 集落 活 動 の 維 の 発生 を 防止 し 、 中 山間 地域 の 果たし て いる 国士 の 保全 等 の 多面 的 機能 を 確保 “ か し た 地 議 旬 と の 次 
IS 男 多 様 化す る グリ ー ン ・ ツ ー リ ズム 旅行 者 の ニー ズ に 対応 で きる 実践 者 の 育成 や 受 | 還 6 や 移住 者 を 拡大 


ie 入団 体 の 体制 の 高度 化 と 連携 強化 を 支援 
実証 事業 を 実施 四 いわ て 諾 業 農 村 活 性 化 推進 ビジ ョ ン に 基づき 、 中 山間 地域 等 の 地域 ビジ ョ ン の 作成 と 活動 を けん 引 県 内 各地 に 広 が 


地域 お こし 協力 隊 に つ する 集落 リー ダー を 育成 する と と も に 、 地 域 ビ ジョ ン に 係る モデ ル 的 な 活動 を 支援 る 、 住 民 が 主体 と 
いて 、 活 動 の 支援 や 任期 画 農林 漁業 者 が 自ら 農林 水産 物 を 加工 ・ 販 売 す る 取組 や 、 各 地域 の 農林 漁業 者 と 加 な っ た 地域 コミ ュ ニ 


終了 後 の 起業 ・ 定 着 に 向 エ ・ 販 売 事業 者 等 が 連携 し た 取組 、 意 欲 ある 生産 者 の 6 次 産業 化 の 取組 を 支援 ティ 活動 に 向け 、 地 
けた 支援 強化 が 必要 。 地域 の 様々 な 困り ご と 、 ニ ー ス に 合っ た 支援 5 ーー 域 コ ミュ ニテ ィ 間 の 
’ > = こ 合 っ た 支援 を する た め 、 外 部 か ら 人 を 呼び 込む Cs 交流 や 情報 交換 を 促 
仕組 み と し て 地域 支援 フレ ー ム (「 ふ る さと 納 DAY」、「 助 っ 人 STAY」) を 構築 プル 人 

画 県 、 市 町 村 、 大 学 、 市 町 村 に 対す る 特定 地域 づく り 事業 協同 組合 制度 の 周知 や 当該 制度 の 活用 を 促進 8 

NPO で 構成 する 「 活 力 あ る る と と も に 、 実 施 希望 の め る 市 町 村 に 対し て は 、 伴 走 型 支 援 を 実施 


| 

に 4 す 
NH 四 地 地 お こ し 協力 除 和 8 ・06 を 校 と し た ネッ トワ ー ク 等 と 連携 し 、 地 域 お こし 培 カ 

隊 

| 






































































































































































































































究 会 」 を 設置 し 、 有 識 2 ーー 将来 に わた り 持 続 
者 の 凶 見 を 昧 ま えた 有人 の 人 、 活 動 充実 及び 任期 終了 後 の 県 内 定着 に 向け た 取組 を 実施 = i 
検討 を 実施 。 取 域 が 求め る スキ ル を 有する 県 外人 材 が 、 複 業 や 地域 課題 解決 を 通じ て 地域 と 関わ り を 深め る 機会 コミ ュ ニ テッ を 実現 


研究 会 や 実証 事業 に 参 を 創出 


画す る 市 町 村 が 限定 的 で 3. プロ ジェ クト 推進 に 向け た 連携 体制 の 構築 
ある こと か ら 、 全 県 へ 取 画 「 活 力 あ る 小 集落 実現 フォ ー ラ ム 」 を 開催 し 、 プ ロジ ェクト 事業 を 推進 する と と も に 、 小 集落 に 係 


粗 を 拡大 する こと が 必要 。 る 支援 事例 や 課題 を 市 町 村 と 情報 共有 し 、 市 町 村 に よる 小 集落 支援 を 促 信 











